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維持管理情報を活用して修繕・改築・構造変更を行った好事例 

維持管理情報を活用して修繕・改築・構造変更等を行った事例を好事例として選定し（表 1-1）、概

要資料として取りまとめた。概要資料は、事例の内容に応じ、以下の項目を記載した。 

・事例の概要 

・工法選定にあたってのポイント 

・維持管理情報の活用内容 

・採用した工法の特徴 

・今後の課題等 

・考えられる改善策 

 

表 1-1 維持管理情報を活用して修繕・改築・構造変更等を行った事例を好事例 

対応の分類 団体名 概要 

改築 A 市 早期に陥没等が発生する可能性の高いエリアに対して更生 

B 市 通常は修繕対応だが管渠状況を勘案し更生 

構造変更 C 市 計画流量減少を考慮した縮径 

D 市 マンホール削減 

E 市 マンホール削減 

F 市 区域外流入対応のため更生により流下能力増強 

修繕 G 市 緊急的な対応が必要と判断し、修繕工法を選定 

H 市 経過年数 50 年近い管きょについての修繕工法の実施 

I 市 目地ズレより、内面補強の不良を懸念しリング工法を選定 

経過観察 J 市 健全度 3、たるみ B：定期清掃を実施している路線 

不具合 K 市 既設管部分縮径による更生不良 
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 維持管理情報の活⽤内容
• これまでの点検調査結果の蓄積により、経過

年数の浅い管きょでも荷重条件により早期に
陥没等が発⽣する可能性の⾼いエリアが確認
されており、このエリア内の⽼朽化対策につ
いては更⽣⼯法を選定。

排除⽅式︓分流式汚⽔
既設管︓鉄筋コンクリート管300mm, L=34m
経過年数︓39年
劣化状況︓腐⾷B、たるみC、クラックb 1箇所、

⽊の根進⼊b 1箇所（緊急度Ⅱ）
対策⽅法︓ 更⽣⼯法-光硬化（アルファライナー⼯法）

 ⼯法選定にあたってのポイント
• 設計荷重、耐震、流下能⼒等を確保できる⼯

法を選定。

改築管きょの事例

エリア特性をふまえた改築⼯法選定

姫路市

 維持管理情報の活⽤内容
• 流量の程度等については計画策定段階で業者等

に確認し、⼯法選定にて考慮。

排除⽅式︓合流式
既設管︓鉄筋コンクリート管1500mm, L=89.09m
経過年数︓47年
劣化状況︓腐⾷C、浸⼊⽔c 35箇所、取付管突出しc

1箇所、⽊の根進⼊b 2箇所（緊急度Ⅲ）
対策⽅法︓ 更⽣⼯法（ダンビー⼯法）

 ⼯法選定にあたってのポイント
• スパンを通して劣化が多数あるものの、延⻑が

⻑いために緊急度が低いスパンであった。
• 通常、当該市では、緊急度Ⅲは修繕対応として

いたが、⼯法選定においては、劣化箇所数を勘
案し管更⽣を選定した。

豊中市

管きょ状況を踏まえた個別の⼯法選定

【 光硬化⼯法の特徴 】
• 光照射によって更⽣材の硬化を⾏うため、環境温度の

影響を受けずに硬化が可能。
• 硬化時の加熱、発熱がないため塩ビ管の施⼯も可能。

【 ダンビー⼯法の特徴 】
• 更⽣部材をらせん状に巻き⽴てる製管⼯法。
• 供⽤中の施⼯が可能。 1

A 市 B 市 

C 市 
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